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高
級
茶
と
し
て

知
ら
れ
る
八
女

茶
は
、
栽
培
面

積
や
生
産
農
家

戸
数
が
減
っ
て
い
る
。
県
の
振
興

策
は
。

Ａ
　
生
産
者
の
高
齢
化
が
進
む
中

で
の
生
産
維
持
と
ま
だ
認
知
度
が

低
い
首
都
圏
で
の
高
級
茶
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
が
課
題
。
機
械

導
入
や
施
設
改
修
な
ど
を
支
援
し

収
穫
期
に
地
域
外
か
ら
短
期
雇
用

で
人
手
を
確
保
す
る
仕
組
み
を
構

栗原 悠次
（八女市・八女郡）

築
す
る
な
ど
省
力
化
を
図
り
な
が

ら
安
定
的
に
生
産
で
き
る
環
境
整

備
に
努
め
て
い
る
。
今
後
は
首
都

圏
で
の
商
談
会
や
海
外
へ
の
売
り

込
み
で
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
。

コ
ロ
ナ
禍
で
水

泳
授
業
を
中
止

し
て
い
る
小
学

校
が
あ
る
中
で
、

児
童
の
水
難
事
故
防
止
や
安
全
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年

度
、
水
泳
授
業
を
実
施
し
た
小
学

校
は
県
内
35
・
１
％
。
水
泳
授
業

の
実
施
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
県
教

育
委
員
会
は
毎
年
、
若
年
教
員
研

修
会
な
ど
で
泳
ぐ
前
の
体
調
確
認

な
ど
水
泳
の
心
得
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
る
。
ま
た
、
水
辺
で
の
危

険
を
回
避
す
る
た
め
の
行
動
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
遊
泳
中
の

事
故
防
止
に
関
す
る
動
画
の
活
用

も
各
学
校
に
周
知
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
県
内
の
雇

用
情
勢
に
つ
い

て
の
認
識
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
雇
用
対
策
は
。

Ａ
　
昨
年
１
月
以
来
有
効
求
人
倍

率
が
大
き
く
低
下
し
、
新
規
求
人

数
も
コ
ロ
ナ
前
の
一
昨
年
と
の
比

較
で
減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
情
勢

で
一
層
注
視
が
必
要
と
考
え
る
。

県
内
企
業
が
雇
用
調
整
助
成
金
な

ど
を
最
大
限
活
用
で
き
る
よ
う
専

門
家
に
よ
る
相
談
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
年
代
別
・
対
象
別
の
相

談
支
援
や
人
材
不
足
分
野
へ
の
マ

ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
、
雇
用
維
持

と
解
雇
等
が
生
じ
た
場
合
の
早
期

再
就
職
支
援
の
両
面
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

過
疎
地
域
で
人

口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
進
み
、

地
域
社
会
を
担

う
若
者
の
確
保
が
重
要
だ
。
県
内

の
過
疎
地
域
市
町
村
に
つ
い
て
の

課
題
認
識
と
支
援
策
は
。

Ａ
　
過
疎
地
域
で
は
一
人
当
た
り

の
市
町
村
民
所
得
や
就
業
者
一
人

当
た
り
の
市
町
村
内
総
生
産
も
県

平
均
の
８
割
程
度
に
留
ま
る
な
ど

厳
し
い
状
況
。
先
の
知
事
選
で
の

過
疎
地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を
受
け
、

改
め
て
若
者
の
定
住
、
雇
用
・
就

業
の
場
の
創
出
な
ど
の
必
要
を
感

じ
た
。
中
小
企
業
支
援
や
企
業
誘
致
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
、
農
林
水

産
業
も
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
、
担
い

手
の
確
保
・
育
成
な
ど
を
推
進
し

て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
行
橋
駅
西

口
エ
リ
ア
の
国

道
４
９
６
号
通

称
安
川
通
り
の

渋
滞
対
策
と
、
新
た
な
商
業
施
設

が
で
き
る
こ
と
で
生
じ
る
周
辺
交

通
の
影
響
へ
の
今
後
の
取
り
組
み

は
。

Ａ
　
一
昨
年
度
「
行
橋
み
や
こ
大

橋
」
か
ら
北
側
約
５
０
０
㍍
区
間
で

交
差
点
３
カ
所
の
右
折
レ
ー
ン
の

延
伸
を
実
施
。
新
た
な
商
業
施
設

に
よ
り
交
通
状
況
に
影
響
が
出
た

場
合
、
調
査
し
地
域
住
民
や
利
用

者
の
要
望
を
踏
ま
え
必
要
に
応
じ

て
対
策
す
る
。
関
係
者
間
で
今
川

沿
い
の
行
橋
市
道
に
も
出
入
り
口

を
追
加
す
る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。

緑
友
会

緑
友
会

田中 大士
（福岡市西区）

永川 俊彦
（大牟田市）

小河 誠嗣
（うきは市）

堀　大助
（行橋市）

公
明
党

公
明
党

二宮 眞盛
（北九州市小倉南区）

松下 正治
（北九州市八幡西区）

大塚 勝利
（福岡市東区）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

の
か
ん
き
つ
苗
木
生
産
量
は
全
国

シ
ェ
ア
の
８
割
、
な
し
苗
木
は
２

割
を
占
め
、
日
本
一
の
果
樹
苗
木

産
地
と
な
っ
て
お
り
、
県
の
重
要

な
農
産
物
だ
。

脊
振
山
系
で
の

風
力
発
電
事
業

の
方
法
書
に
つ

い
て
の
知
事
の

意
見
書
に
は
、
超
低
周
波
音
に
対

す
る
不
安
な
ど
住
民
の
声
を
反
映

す
べ
き
だ
。

Ａ
　
事
業
者
が
１
月
に
提
出
し
た

方
法
書
に
は
、
配
慮
書
に
対
す
る

住
民
の
意
見
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

鳥
類
へ
の
影
響
、
開
発
に
よ
る
土

砂
流
出
の
恐
れ
、
超
低
周
波
音
に

よ
る
健
康
被
害
へ
の
懸
念
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。
事
業
者
に
環
境
影

響
評
価
を
適
正
に
行
わ
せ
る
観
点

か
ら
、
配
慮
書
や
今
後
提
出
さ
れ

る
方
法
書
に
対
す
る
住
民
意
見
に

も
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

Ａ
　
義
務
教
育
を
終
え
児
童
養
護

施
設
を
退
所
し
た
児
童
ら
が
、
共

同
生
活
を
し
な
が
ら
生
活
指
導
や

就
業
支
援
な
ど
を
受
け
社
会
的
自

立
を
目
指
す
、
子
ど
も
の
権
利
を

守
り
社
会
全
体
で
育
む
重
要
な
施

設
・
事
業
だ
。
３
月
１
日
現
在
、

県
内
９
ホ
ー
ム
に
38
人
（
男
性
24

人
、
女
性
14
人
）
が
入
居
し
て
い

る
。

室
見
川
に
お
い

て
、
早
急
な
河

川
整
備
基
本
方

針
の
策
定
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
知
事
の
認
識

と
そ
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
。

Ａ
　
河
川
整
備
基
本
方
針
は
、
河

川
の
治
水
、
利
水
、
環
境
に
関
す

る
長
期
的
な
整
備
方
針
で
、
河
川

法
上
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

大
変
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
室
見

川
を
含
む
５
水
系
に
つ
い
て
、
策

定
作
業
を
進
め
て
い
る
。
室
見
川

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
土
交
通

省
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ま
い
る
。

全
国
の
ミ
カ
ン

苗
木
生
産
量
の

８
割
を
県
産
が

占
め
る
。
ミ
カ

ン
苗
・
果
樹
苗
こ
そ
県
が
誇
る
農

林
水
産
物
で
は
。
知
事
の
所
見
を
。

Ａ
　
久
留
米
市
の
田
主
丸
地
域
を

中
心
に
大
正
時
代
か
ら
果
樹
苗
木

の
生
産
は
本
格
化
し
た
。
県
苗
木

農
業
協
同
組
合
員
68
人
が
良
質
な

果
樹
苗
木
を
生
産
し
て
い
る
。
農

林
業
総
合
試
験
場
と
連
携
し
て
県

独
自
品
種
も
生
産
し
て
い
る
。
県

コ
ロ
ナ
禍
が
長

期
化
す
る
中
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
フ
ァ
ー
ス

ト
エ
イ
ド
（
心
の
初
期
対
応
）
を

取
り
入
れ
た
、
自
殺
を
防
ぐ
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
（
命
の
門
番
）
と
そ

の
指
導
者
の
養
成
に
つ
い
て
。

Ａ
　「
心
の
健
康
相
談
」
に
は
昨
年

度
、
２
万
４
，
５
０
７
件
（
前
年

度
比
20
・
６
％
増
）
相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
。
平
成
22
年
度
か
ら
始
め

た
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
で

は
、
適
切
な
初
期
支
援
を
行
う
た

め
の
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
」

を
取
り
入
れ
、
約
３
万
２
千
人
を

養
成
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
講

師
と
な
る
人
材
育
成
の
講
習
会
も

始
め
た
。
市
町
村
と
連
携
し
、
さ

ら
な
る
養
成
に
取
り
組
む
。

児
童
養
護
施
設

な
ど
で
の
学
習

支
援
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
る

か
。
全
国
の
高
校
・
大
学
進
学
率

と
入
所
者
の
進
学
率
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
よ
り
手
厚
い
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
施
設
が
学
習
指
導
を
行
う
職

員
を
配
置
す
る
よ
う
国
の
基
準
に

基
づ
き
費
用
を
措
置
し
て
い
る
。

学
習
指
導
員
は
児
童
一
人
ひ
と
り

に
応
じ
た
学
習
計
画
の
作
成
、
苦

手
教
科
の
個
別
指
導
、
進
路
相
談

を
行
っ
て
い
る
。
進
学
率
向
上
に

は
入
所
児
童
自
身
の
意
欲
の
高
ま

り
も
重
要
。
施
設
出
身
の
大
学
生

が
体
験
を
語
る
講
演
会
な
ど
に
取

り
組
み
た
い
。

陸
上
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
な
ど
の
練

習
場
確
保
対
策

は
。

Ａ
　
緊
急
事
態
措
置
に
伴
い
休
止

中
の
陸
上
競
技
場
は
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
の
練
習
場
と
し
て
使
用
で
き
な

い
が
、
選
手
の
多
く
は
学
校
の
部

活
動
に
も
所
属
し
学
校
で
練
習
し

て
い
る
。
専
門
性
が
高
い
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
学
校
の
顧
問

が
一
緒
に
学
校
部
活
動
の
指
導
に

携
わ
れ
る
よ
う
市
町
村
に
働
き
か

け
る
。
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
で
の
練

習
は
効
果
的
だ
が
閉
鎖
中
で
あ
る

た
め
、
自
校
の
施
設
で
も
効
果
的

な
練
習
が
で
き
る
よ
う
学
校
体
育

団
体
や
競
技
団
体
と
連
携
し
て
い

く
。

大
学
生
ら
の
県

内
就
職
・
定
着

を
推
進
す
る
た

め
地
元
産
業
界

と
も
連
携
し
た
奨
学
金
返
済
支

援
制
度
の
創
設
を
検
討
す
べ
き

だ
。

Ａ
　
支
援
制
度
の
創
設
は
、
現
状

で
は
克
服
す
べ
き
課
題
が
多
い
と

考
え
る
。
民
間
調
査
で
は
、
本
県

出
身
の
大
学
生
は
他
県
に
比
べ
地

元
へ
の
就
職
希
望
の
割
合
が
高
い
。

そ
の
希
望
を
か
な
え
る
よ
う
ウ
ェ

ブ
活
用
型
の
会
社
説
明
会
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
、
地
元
企

業
の
Ｐ
Ｒ
、
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
な

ど
の
支
援
を
通
じ
て
、
県
内
へ
の

就
職
を
促
進
す
る
。

後藤 香織
（福岡市早良区）

中村 香月
（久留米市）

川﨑 俊丸
（糸島市）


